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福祉コミュニティ学科

伊藤　健次

２．社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜行政・関係団体活動＞
山梨県社会福祉士会：研修委員 2006 年～ 2011
年
日本認知症ケア学会：認知症ケア専門士認定試
験面接審査員・論文審査員 2006 年～
認知症ケアジャーナル査読委員 2008 年～
山梨県介護福祉士会：介護福祉士養成実習施設
実習指導者特別研修企画委員
2008 年～ 2011 年
社会福祉法人八ヶ岳名水会第三者委員　2010
年～
山梨県介護支援専門員協会生涯学習体系委員　
2010 年～
甲府市地域密着型サービス指定候補事業者選定
委員会委員　2012 年～
山梨県地域ケア推進事業　有識者として参加　
同事業により韮崎市、南アルプス市へアドバイ
ザーとして派遣 2012 年～
＜主な所属学会＞
日本介護福祉教育学会、日本介護福祉学会、日
本保健医療福祉連携教育学会、日本認知症ケア
学会
＜科学研究費研究＞
研究代表者として「自立支援を実現する介護技
術教育に関する実践的研究」学術研究助成基金

助成金（若手研究B）　課題番号 23730527
②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
１、甲府市ケアマネ連絡会事例検討会スーパーバ
イザー 2007 年～
２、山梨県介護支援専門員専門研修課程・更新研
修Ⅰ講師　2008 年～
３、山梨県主任介護支援専門員研修会　講師  
2008 年～
４、山梨県介護実習普及センター「介護職員指導
者研修」講師　2009 年～
５、神奈川県老人保健施設協会「支援相談員部会
新人研修」講師　2009 年～　
６、有限会社アルファー・キッド職員研修会講師  
2010 年～
７、読売理工医療福祉専門学校「介護福祉士筆記
試験対策講座」　2010 年～
８、山梨県キャリア形成支援事業　研修会講師  
2010 年～
９、「ワーカーズコープ　おてっと・こころのサ
ポート研修会」講師　2010 年～
10、山梨県社会福祉事業団中堅職員研修（Ⅱ）講
師　2011 年～
11、山梨県社会福祉事業団　「職場で活用する
コーチング研修」講師　2011 年～
12、介護老人施設トリアス事例検討会講師　2011
年～
13、関東地区知的障害関連施設種別代表者会議
　生活支援部会コーディネーター　2010 年 11 月
26 日

彙　　報

教員の主な研究活動・社会活動
（2012 年度）

＊ 2011 年度紀要掲載分以降（2011 年 11 月から 2012 年 10 月まで）
＊＊ 2012 年度に新規に採用された教員は過去 5年間の業績を含む
＊＊＊ 各学科ごと教員五十音順に掲載（2012 年度紀要は、「福祉コミュニティ学科」教員分

を先に掲載する）
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14、川崎市老人福祉施設協会相談員研修部会講師  
2011 年～
15、山梨県社会福祉協議会　平成 23 年度福祉・
介護サービス事業者研修会講師
　2012 年 2 月 11 日、2月 26 日
16、山梨県社会福祉協議会　平成 23 年度福祉の
職場人事管理セミナー講師
　2012 年 2 月 13 日
17、社大福祉フォーラム 2012（社会福祉研究大
会）介護コース 20 周年記念分科会
　2012 年 6 月 24 日
18、山梨県医療社会事業協会　平成 24 年教育研
修部中堅研修会講師　2012 年 7 月 7 日
19、南部町介護教室講師　2012 年 8 月 30 日
20、石和共立病院通所事業所職場学習会講師  
2012 年 11 月 15 日

大津　雅之

２．主な社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜所属学会＞
・日本社会福祉学会、日本介護福祉学会、ヒュー
マンセキュリティ・サイエンス学会、花園大学
社会福祉学会
＜職能団体＞
・社団法人日本社会福祉士会、一般社団法人山梨
県社会福祉士会、社団法人日本介護福祉士会、
一般社団法人山梨県介護福祉士会

神山　裕美

１．主な研究活動
　2011 年 10 月 よ り 2012 年 9 月 ま で Oxford 
Brookes University, Department of Social Work 
and Public Health において、「英国チルドレンセ
ンターにおける“チャイルド・プロテクション”
のための多分野連携による支援～地域における子
どもと家族へのサービスとシステムの統合と開発
～（“Interprofessional work for child protection 
in children center of UK ～ development and 
integration of service and system for children 

and their families in the community ～”）という
テーマで特別研修を行った。
２．主な社会活動
①　所属学会・研究団体
・日本社会福祉学会（2011 年～現在：機関誌編
集委員会査読委員）
・日本地域福祉学会
・日本保健医療福祉連携教育学会（2012 年～現
在：IPE推進委員会委員）
・日本認知症ケア学会関東甲信越部会委員（2005
年～現在）
・特定非営利活動法人高齢者を支える学際的チー
ムアプローチ推進ネットワーク理事、（2007 年
～現在）
・特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事
（2009 年～現在）
②　行政機関・関係団体等審議会
・豊島区地域包括支援センター連絡協議会会長
（2008 年～現在）
・豊島区保健福祉審議会委員（2009 年～現在）
・豊島区社会福祉協議会コミュニティソーシャル
ワーク・スーパーバイザー（2009 年～現在）
・豊島区介護保険事業計画副委員長（2012 年～
現在）
・豊島区社会福祉協議会社会福祉活動計画副委員
長（2011 年 3 月～ 2012 年 3 月）
３．主な研修会・講演会等の活動
①　「コミュニティソーシャルワークの概念・機
能・展開プロセス」
平成 24 年度地域福祉活動コーディネーター（コ
ミュニティソーシャルワーカー）養成研修会  
岩手県社会福祉協議会 2012 年 9 月
②　「地域の新たな支え合いとコミュニティソー
シャルワーク」豊島区保健福祉部中央保健福祉
センター研修会　2012 年 10 月

斉藤　秀子

１．主な研究活動
＜主な論文・著書等＞学会論文等
・共著「衣の昔・衣の暮らし」家政教育社、2012
年 3 月
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・共著『アパレルと健康 ―基礎から進化する衣
服まで―』井上書院、2012 年 4 月
・共著「靴下をはいた時の衣服圧が、その自助、
介助に及ぼす影響」日本衣服学会誌56巻第1号、
2012 年 10 月
＜その他論文等＞
・共著「ゆかたの着装を題材とする授業実践の試
み ―少人数制を導入した授業の効果―」埼玉
大学紀要　教育学部、61 巻、2 号、2012 年 9
月
＜報告書等＞
・共著「地域資源を活かしたビジネス展開の可能
性について ―甲斐絹の伝承と発信のためのプ
ログラム開発―」山梨県立大学地域研究交流セ
ンター、2011 年度報告書、2012 年 3 月
・共著「「きもの」文化の伝承と発信をめざした
授業実践報告書」文部科学省委託事業協同研究
拠点における採択課題、「きもの」文化の伝承
と発信のための教育プログラム開発研究グルー
プ、2012 年 3 月
・共著、「きもの」文化の伝承と発信のための教
育プログラムの開発 ―「きもの」の着装を含
む体験学習と海外への発信― 服飾文化共同研
究拠点、文化ファッション研究機構、文化女子
大学、服飾文化共同研究報告 2011、2012 年 3
月
・共著、「「きもの」 文化の伝承と発信のための授
業実践研究最終報告書」文部科学省委託事業協
同研究拠点における採択課題、「きもの」文化
の伝承と発信のための教育プログラム開発研究
グループ、2012 年 5 月
＜学会発表＞
・「福祉に関わる教育プログラム開発のためのク
リエイション研究授業 ―高度なクリエイショ
ン技術をもつ授業履修者を対象として―」日本
衣服学会第 63 回年次大会、2012 年 11 月
・「浴衣の着装を題材とする教育プログラムの提
案」日本衣服学会第 63 回年次大会、2012 年 11
月
・「甲斐絹を題材とした高等学校家庭科における
授業の検討」日本家庭科教育学会平成 23 年度

例会、2012 年 11 月
・「ゆかたの着装を題材とした家庭科の教育プロ
グラムの提案」日本家庭科教育学会第 55 回大
会、2012 年 6 月
・「「きもの」文化の伝承とめざした浴衣の着装
を含む教育プログラム開発のための中学校技
術・家庭科での授業実践 ―教育学部の大学生
アシスタントティーチャー（ＡＴ）を活用した
試みから―」日本家庭科教育学会第 55 回大会、
2012 年 6 月
・「「きもの」文化の伝承と発信のための教育デザ
イン ―浴衣の着装を含む教育プログラムの開
発・家庭科での実践と海外への発信―」教育デ
ザイン研究会、第 7回教育デザインフォーラム、
2012 年 10 月
２．主な社会活動
＜所属学会＞
（社）日本家政学会、同被服衛生学部会、日本衣
服学会、日本家庭科教育学会、繊維製品消費科
学会
＜学会等活動＞
2008 年 11 月～  山梨県職業能力開発審議会委

員
2009 年度～ 日本衣服学会幹事
2009 年 11 月～ 山梨県入札監査委員会委員
2012 年 9 月  （一社）日本家政学会被服衛

生学部会第 31 回被服衛生学
セミナー実行委員長

３．主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
2012 年 3 月　地域研究交流センター研究報告
会「地域資源を活かしたビジネス展開の可能
性について ―甲斐絹の伝承と発信のための
プログラム開発―」
2012 年 7 月　山梨県総合教育センター平成 24
年度家庭科Ⅰ分野研修会「地域の伝統と文化
を取り入れた衣生活の学習 ―甲斐絹の伝承
と発信のためのプログラム開発―」

坂本　玲子

＜講演＞
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メンタルヘルス研修会・子育て支援講演会など
の講師
＜その他＞
・ストレスケアとモチヴェーションの高め方：
“いまここ　TOKYO”P10-11、2012 年 3 月、
VOL. 30
社団法人　日本産業カウンセラー協会　東京支
部
・「映画の世界と私」：日本映画学会 会報　第 31
号　視点　2012 年 6 月 11 日
＜研究＞
・映画鑑賞が高齢者に与える脳活性化の効果研
究、科学研究費助成事業
挑戦的萌芽研究（2010 ～ 2011 年）2012、4 月
報告書提出。
研究代表　前澤哲爾
連携研究者としての担当部分：実験の計画と実
践。分担としては、映画鑑賞における自律神経
系及び心理的反応への影響についてまとめて考
察した。
＜翻訳＞
・「認知療法で二度と太らない心と体をつくる―
ベック式ダイエット練習帳」：著者　ジュデイ
ス・ベック、監修　大野裕、　訳　坂本玲子
創元社、2012 年 12 月
＜研究発表＞
・「映画館での映画鑑賞による高齢者の自律神経
及び心理への影響について」：日本映画学会（大
阪）2012 年 12 月

佐野ゆかり

１．主な研究活動 
＜研究報告＞
・共著「支援の必要な子どもと家族のニーズと 
地域支援ネットワークに関する研究」、『山梨県
立大学地域研究交流センター 2011 年度研究報
告書』2012 年 3 月
＜文化芸術活動＞
・振り付け、指導、舞台出演
鴻沼福祉会コンサート 2012「結まーる　沖縄
と東北によせて」

「スマイルアゲイン」「笑って」　埼玉会館大ホー
ル 2012 年 7 月 16 日
２．主な社会活動
＜所属学会＞
・日本体育学会・日本特殊教育学会・日本社会福
祉学会・日本スポーツ精神医学会 
＜関係団体等審議会等活動＞
・社会福祉法人鴻沼福祉会「評議員」

中島　朱美

Ⅰ．主な研究活動
＜学会発表等＞
１、認知症対応型共同生活介護の職員研修に関す
る現状と課題への提言 ―Ａ県下の認知症対応
型共同生活介護における職員の研修状況調査の
結果から―
（口頭発表）日本認知症ケア学会（2012/5）
Ⅱ．社会活動
④　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜学会等＞
＜行政・関係団体等活動＞
⑤　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
「認知症対応型共同生活介護・小規模多機能型
居宅介護における職員の研修状況に関する調査
報告会」開催（2011/10）

畑本　裕介

１．主な研究活動
＜著書及び論文＞
・単著『社会福祉行政　行財政と福祉計画』法律
文化社、2012 年 3 月、全 240 頁
・単著「社会理論と社会システム」高橋幸三
郎・木本明・嶋田芳男・市川和男監修（ミ
ネルヴァ書房テキストブック編集委員会編）
『MINERVA福祉資格テキスト　社会福祉士・
精神保健福祉士　共通科目編』ミネルヴァ書房、
2012 年 4 月、405-448 頁
＜その他＞
・ 報告書、単著「生活地域の縮小か維持か：スマー
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トシュリンクという視点を織り込んで」波木井
昇編『山梨の長期成長戦略　2030 年の将来像
と課題・対策』、2012 年 3 月、41-45
・ 辞典項目執筆、共著『イラストでみる 介護福
祉用語事典』（第 5版）医学評論社、2012 年 9
月
・問題解説、社会福祉カレッジ編、『第 25 回社会
福祉士国試対策 ’13　共通科目編』（第 22 回社
会福祉士国家試験「現代社会と福祉」部分の解
説、合計 10 問）、2012 年 4 月
・出題及び解説、「社会理論と社会システム」『社
会福祉士養成課程　学習の手引き　2012 年度
用』学校法人 NHK 学園、2012 年 1 月、89-90
頁
・研究会報告、「正しいパターナリズムと不正な
パターナリズム」福祉理論フォーラム研究会報
告（2012 年 10 月 14 日　於・東洋大学白山キャ
ンパス）
２．主な社会活動
＜研修会・講演会等の活動＞
・国家公務員採用総合職試験（人間科学）試験専
門委員　2012 年 7 月～
＜所属学会＞
日本社会学会　会員　1997 年 4 月～
関東社会学会　会員　1997 年 4 月～
日本社会福祉学会　会員　2003 年 7 月～
社会政策学会　会員　2007 年 7 月～

柊崎　京子

１．主な研究活動
＜著書＞
１．共著『介護福祉士養成テキスト 13「介護総
合演習」』、建帛社、2009 年 1 月
２．共著『新・介護福祉士養成講座 第 5 巻「コミュ
ニケーション技術」』、中央法規出版、2009 年 1
月
３．共著『介護実習・介護総合演習ハンドブック』、
久美出版、2010 年 3 月
４．共著『改訂版「楽しく学ぶ介護過程」』、久美
出版、2010 年 4 月
５．編著『介護福祉を学ぶ学生のための事例研

究』、久美出版、2011 年 4 月
６．共著『改訂第 2版「楽しく学ぶ介護過程」』、
久美出版、2011 年 4 月
＜論文＞
１．単著『実習初期段階学生の状況に即したコ
ミュニケーション教育の検討 ―介護実習第 1
段階のコミュニケーションに関する学生の自己
評価を通して―』共栄学園短期大学研究紀要第
21 号、2007 年、69-87 頁
２．共著『「介護過程」の教育方法を探る ―利用
者理解のための情報収集シートの検証―』介護
福祉教育第14巻第1号、日本介護福祉教育学会、
2008 年 7 月、44-49 頁
３．単著『介護過程シートの変遷：1990-2008 年 
―介護過程の導入から、思考過程を導き・実践
方法を根拠づけるアセスメントシートの検討
まで―』共栄学園短期大学研究紀要第 25 号、
2009 年、37-66 頁
４．単著『介護過程のアセスメントシートの作成 
―アセスメント段階における理解を高めるため
の 2つのアセスメントシート―』共栄学園短期
大学研究紀要第 26 号、2010 年、1-27 頁
５．共著『介護福祉士養成教育におけるグループ
研究 ―授業実践と研究課題の傾向―』共栄学
園短期大学研究紀要第 27 号、2011 年、1-16 頁
６．共著『身体障害のある施設利用者の生活ニー
ズ ―主観的ニーズからみた分析と実践への示
唆（調査報告）』社会福祉学 52（2）、日本社会
福祉学会、20011 年、121-135 頁
７．共著『自由記述からみた「身体障害のある施
設利用者の主観的ニーズ」 ―個別のニーズ及び
ニーズの背景要因―』共栄学園短期大学研究紀
要第 27 号、2011 年、17-49 頁
＜報告書＞
１．共著『介護保険施設における介護福祉士の配
置の評価に関する研究事業報告書』平成 20 年
度厚生労働省社会福祉推進事業による研究報告
書、2009 年 3 月、2-154 頁
２．共著『介護福祉士の専門性の質的評価と活用
に関する研究事業』平成 21 年度厚生労働省社
会福祉推進事業による研究報告書、2010年3月、
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2-115 頁
２．主な社会活動
＜所属学会＞
日本社会福祉学会会員、日本介護福祉教育学会
会員、日本介護福祉学会会員、日本生活支援学
会会員・幹事。
＜公的委員＞
社会福祉法人つぐみ共生会理事（身体障害者通
所授産施設）（1995 年～現在に至る。）
社会福祉法人福一会理事（特別養護老人ホーム）
（2002 年～ 2011 年 3 月）
多摩療護園（障害者支援施設）オンブズパーソ
ン（2008 年～ 2012 年 3 月）
介護福祉士国家試験委員（2010 年～現在に至
る）
＜研修＞
「町田市高齢者福祉施設職員介護過程基礎講座」
（共同）、2009 年 6 月～ 9月
キャリア形成訪問指導事業（県社協）による研
修「ケアに活かす記録の基礎知識」（於：甲府
南ライフケアセンター）、2012 年 8 月
キャリア形成訪問指導事業（県社協）による研
修「ケアに活かす記録の基礎知識」（於：短期
入所生活介護事業所ブライト）、2012 年 10 月
キャリア形成訪問指導事業（県社協）による研
修「事例報告の意義と方法 ―事例への取り組
みと事例の蓄積は、介護の質向上と自己の成長
を助ける―」（於：共立介護福祉センターわか
まつ西）、2012 年 10 月

藤谷　秀

Ⅰ．主な研究活動
＜論文＞
単著「＜いのち＞の承認と連帯の倫理をめぐっ
て」（唯物論研究協会編『唯物論研究年誌　第
17 号』pp.82-107、大月書店、2012 年 10 月）
Ⅱ．主な社会活動
主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団体
等審議会等活動
＜所属学会＞
日本倫理学会、日本哲学会、実存思想協会、唯

物論研究協会、総合人間学会（以上国内）
Martin Heidegger Gesellschaft（国外）
＜審議会等＞
山梨労働局「山梨地方労働審議会」委員（2006
年 11 月～現在に至る）

柳田　正明

１．主な研究活動
＜著書＞
１．共著『Ｑ＆Ａ障害者福祉・支援の手引』　追
録 19・20 号　新日本法規 2011 年 9 月
２．共著『高齢者介護用語・手続辞典』追録 39
号　新日本法規　2012 年 2 月
３．共著『Ｑ＆Ａ障害者福祉・支援の手引』追録
21・22 号　新日本法規　2012 年 3 月
４．共著『介護福祉概論』　第一法規　2012 年 3
月
５．共著『Ｑ＆Ａ障害者福祉・支援の手引』追録
23・24 号　新日本法規　2012 年 8 月
６．共著『Ｑ＆Ａ障害者福祉・支援の手引』追録
25・26 号　新日本法規　2012 年 9 月
７．共著『障害福祉事業のマネジメント』日本知
的障害者福祉協会　2012 年 9 月
＜論文＞
１．共著「重度知的障害者施設における相談援助
実習のプログラム開発に関する基礎的研究」
『独立行政法人国立重度知的障害者総合施設の
ぞみの園紀要第 4号』2011 年 6 月
＜学会発表＞
１．共同「重度知的障害者施設における相談援助
実習プログラム開発に関する基礎的研究 ―国
立のぞみの園モデル構築に向けて―」日本社会
福祉学会第 59 回全国大会 2011 年 10 月
２．共同「知的障害者・精神障害者等の地域生活
を目指した日常生活のスキルアップのための支
援の標準化に関する調査事業報告」日本社会福
祉学会第 59 回全国大会 2011 年 10 月
３．単独「障害者自立支援法「自立訓練（生活訓
練）」と社会生活力向上支援」日本リハビリテー
ション連携化学学会第 13 回大会 2012 年 3 月
＜その他＞



― 99 ―

彙　　報

１．共作『ＤＶＤ見て学ぶ社会生活力プログラム』
日本リハビリテーション連携科学学会社会リハ
ビリテーション研究会　中央法規　2012 年 6
月
２　社会活動
⑥　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
・所属学会：日本社会福祉学会、日本介護福祉学
会、日本行動分析学会、日本発達障害学会、日
本リハビリテーション連会科学学会
・学会役員：日本リハビリテーション連会科学
学会社会リハビリテーション研究会幹事 2007
年 4 月～、日本リハビリテーション連会科学学
会社会リハビリテーション研究会副代表幹事
2012 年 11 月～
・その他：独立行政法人重度知的障害者総合施設
のぞみの園研究会議委員
独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの
園研究論理審査委員
新宿区介護認定審査会座長 2000 年～
墨田区障害認定審査会委員 2007 年～
独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの
園参事（調査研究担当）2007 年～
日本知的障害者福祉協会人材育成・研修委員会
委員 2007 年～
⑦　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
日本知的障害者福祉協会「知的障害福祉士・知
的障害援助専門員パワーアップセミナー」講師
日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所講師

山中　達也

１．主な研究活動
＜著書＞
共著「精神保健福祉白書　2012 版東日本大震
災と新しい地域づくり」、精神保健福祉白書編
集委員会編、中央法規、2011 年 12 月、p45
＜報告書＞
・共同研究「青少年を対象とした自殺予防教育の
推進に関する研究 3」、平成 23 年度山梨県立大
学地域研究交流センタープロジェクト研究費助

成研究報告書、山梨県立大学地域研究交流セン
ター、2012 年 3 月
＜広報誌＞
・単著「解説　相談支援者の支援（3）相談支援
者のメンタルケア」、神奈川県民児協だより、 
神奈川県民生委員児童委員協議会、第 108 号、
p97、2011 年 12 月
・インタビュー「ひと・ふぉーかす」、FCCNく
らぶ会報、㈱セルフ・スティーム家族と子ど
もケアネットワークカウンセリングセンター、
pp10-12、2012 年 8 月
２．主な社会活動
＜所属学会・研究団体、行政機関・関係団体等＞
・社団法人日本精神保健福祉士協会
・山梨県精神保健福祉士協会
・日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協
会
・日本アルコール関連問題学会
・日本嗜癖行動学会
・日本病院・地域精神医学会
・社団法人日本精神保健福祉士協会「精神保健福
祉士業務指針」作成委員会委員、2012 年～
・日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協
会スーパーバイザー養成委員会委員、2008 年
～
・社会福祉法人めぐはうす評議員（世田谷区）、
2008 年～
・特定非営利活動法人川崎マック理事（川崎市）、
2010 年～
・特定非営利活動法人援助者のためのスーパービ
ジョンを広める会理事（神奈川県）2005 年～
2012 年
・財団法人神奈川県社会復帰援護会理事（川崎
市）、2010 年～ 2012 年
＜主な講演会・研修会＞
【2012 年度講演等：以下抜粋】
・大月市介護支援専門員研修会「ケアマネジメン
トに必要な対人援助技術」（山梨県）、2011 年
11 月
・山口県精神保健福祉士協会・第 4回研修会「援
助者への援助」（山口県）、2012 年 1 月
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 ・日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー
協会関西支部宿泊研修会ワークショップ「セル
フケア」（奈良県）、2012 年 2 月
・北海道精神保健福祉士協会道北ブロック研修会
「支援者自身のセルフケア」（北海道）、2012 年
3 月
・社会福祉法人大月市社会福祉協議会・第 3回家
族介護者教室「介護者の心と体の健康について」
（山梨県）、2012 年 3 月
・川崎市健康福祉研究発表会・特別講演「人を援
助している『私』を大切にするということ」（神
奈川県）、2012 年 6 月
・特定非営利活動法人樫の実作業所就労支援事業
所かしのみ職員研修会「精神障害者の特性を考
える・利用者を理解しよりよい援助実践をする
ために」（山梨県）、2012 年 9 月
・福井県精神保健福祉センター・アルコール関連
問題研修会「アルコール依存症・うつ病～バー
ンアウトしないための否認への向き合い方」（福
井県）、2012 年 10 月
・山梨県立甲府城西高校「家庭看護・福祉」授業
「人を援助することの意味を考えてみよう」（山
梨県）、2012 年 10 月
・山形県村上保健所メンタルヘルス研修会「援助
者の『私』と『あなた』を大切にすること～援
助者のためのセルフケアとスーパービジョン
～」（山形県）、2012 年 10 月
＜その他の社会活動＞
・川崎市宮前・多摩・麻生 3区役所保健福祉セン
ター児童家庭支援係合同スーパーバイザー（川
崎市　2012 年～）
・特定非営利活動法人ゆっくりいそご地域活動支
援センタースペース杉田スーパーバイザー（横
浜市　2009 年～）
・社会福祉法人ナオミの会母子生活支援施設ナオ
ミホームスーパーバイザー（世田谷区、2010
年～ 2012 年）

𠮷田　雅彦

１．主な研究活動
＜論文＞

１．共著　Chi ronomid  m idges（Dip te ra : 
Ch ironomidae）emerged from bottom 
sediments in the deep lake, Lake Sai, Japan  
Med. Entomol. Zool. 62（4）. 243-247  （2011）
２．共著　Ba t h yme t r i c  d i s t r i b u t i o n  o f 
chironomid larvae （Diptera: Chironomidae） 
in Lake Saiko,Japan Lakes & Reservoirs: 
Research and Management 17. 55-64 （2012）
３．共著　A compar i s on  o f  r e su l t s  f r om 
previous and present investigations of benthic 
macroinvertebrates in the small and shallow 
lake Shoji, Fuji Five lakes, Japan Proceedings 
of the .8th International Symposium on 
Chironomidae - Faunanorvegica norvegica 20.2 
vol. 3.: 47-54. （2012）
＜報告・研究レポート＞
１．共著　四尾連湖における陸水学的研究
　―2010 年度の理化学調査の結果から―
山梨県立大学人間福祉学部紀要 7，69-72  
（2012）
２　社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
日本陸水学会甲信越支部幹事（1999.4―）
山梨県食品技術研究会幹事（1989.4―）
甲府家庭裁判所参与員（2004.10―）
コンソーシアムやまなし　学生交流部会長
（2009.4―）
山梨県立大学生活協同組合理事長（2011.7―）
山梨県立科学館協議会委員（2010.8―）
山梨県立城西高等学校評議員（2011.6―）
山梨県立巨摩高等学校 SSH 運営指導委員
（2012.6―）
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人間形成学科

池田　政子

１．主な研究活動
＜論文＞
・共著：ジェンダー視点を持つ教師の養成　―そ
の必要性と短期大学幼児教育科での取り組み―
（2012年 9月）、日本教師教育学会年報、第21号、
63-70．
＜報告書＞
・共著：「山梨県のコミュニティビジネスのあり
方に関する研究」山梨県立大学地域研究交流セ
ンター　2011 年度研究報告書、山梨県立大学
（2012 年 3 月）、全 52 頁
・共著：「やまなし地域女性史『聞き書き』プロ
ジェクト　2011 年度研究報告書」、山梨県立大
学（2012 年 3 月）、全 130 頁
・共著：ジェンダー平等保育 /教育の教育実践と
大学で受けた授業との関連　―大学でジェン
ダー関連授業を受けた教職員のインタビュー調
査から―　「教師教育におけるジェンダー視点
の必要性」報告書（日本教師教育学会　第 6期・
第 7 期課題研究（2007 ～ 2011 年度）（2012 年
9 月）、95-154．
＜学会報告＞
・共同報告：幼稚園教員を巡る諸問題　―免許資
格を中心に―　日本教師教育学会第 22 回大会、
2012 年 9 月、要旨集録、78-81.
２．主な社会活動
＜行政・関係団体等活動＞
やまなし子育て支援プラン推進協議会委員　
2005 年 7 月～
山梨県私立学校審議会委員　2005 年 12 月～
山梨県社会福祉審議会委員　2009 年 8 月～
韮崎市保育園再編整備計画策定委員会（委員長）
2010 年 7 月～ 2012 年 3 月
韮崎市再編保育園建設構想委員会（委員長）　
2012 年 4 月～
山梨県私立幼稚園協会・西部地区研究会助言者
2012 年 4 月～
＜所属学会＞

日本心理学会（ジェンダー研究会所属）・日本
教育心理学会・日本社会心理学会・日本発達心
理学会・日本家族心理学会・日本保育学会・日
本女性学会・日本教師教育学会
＜主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動を
含む）＞
「子育て支援リーダー養成講座」（本学・県教育
委員会：企画・運営・講師）2010 年～
「甲府市子育て支援講座」（本学・甲府市幼児教
育センター：企画・講師）2005 年～
「ことぶき勧学院『男女共同参画社会のあり方』」
（県中北教育事務所：講師）2005 年～
「埼玉県人権保育研修会・実践交流会」（埼玉県
人権保育研究会：講師）2005 年～
「教員免許状更新講習」（本学・県教育委員会：
講師）2009 年～
「やまなしの女性史を学ぶ」（本学・県男女共同
参画推進センター：企画・講師）2008 年～
・「限りない自由を生きて * 望月百合子」本学地
域研究交流センター・山梨県立男女共同参画セ
ンター「やまなし地域女性史『聞き書き』プロ
ジェクト」公開講座　2011/11/12
・「戦後山梨の婦人会活動　―その歩みと山梨市
八幡地区の事例報告」」本学地域研究交流セン
ター・山梨県立男女共同参画センター「やまな
し地域女性史『聞き書き』プロジェクト」公開
講座　2011/12/10
・講演「ジェンダーの視点と人権保育の実践」第
27 回埼玉県人権保育実践交流会　2011/12/18
・講師「わからずやさんとつき合うために」甲府
市北部幼児教育センター月例別講座 2012/1/20
・講演「男女共同参画社会とは」ことぶき勧学院
甲府学園　2012/2/21
・研修講師「保育の中の女の子・男の子　―ひと
りひとりを大切にするために」狭山市保育士専
門研修　2012/6/1
・ 講演「山梨の子育て支援の歩みと課題」本学
人間形成学科・県社会教育課「子育て支援リー
ダー養成講座」2012/6/22
・講師「わからずやさんとつき合うために」甲府
市幼児教育センター（中道アネシス）月例別講
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座　2012/6/29
・研修講師「子どもの生活変化と発達課題」山梨
県立大学免許更新講習　2012/7/8
・研修講師「子ども・保護者の心に寄り添う援助
の方法」山梨県立大学免許更新講習  2012/7/21
・講演「男女共同参画社会のあり方」ことぶき勧
学院中巨摩学園　2012/7/27
・研修講師「保育・子育て・子育て支援の中の“女
の子・男の子”」子育て支援リーダー養成講座
自主研修　2012/8/5
・研修助言者「全国社会教育研究大会　家庭教育
支援分科会」　2012/10/26

・ 研修講師「保育の中の女の子・男の子　―ひ
とりひとりを大切にするために」行田市保育協
議会保育士部会　2012/10/27
・ 高大連携授業講師「幼い子どもたちが考える
こと」甲府城西高校　2012/11/13
＜地域貢献活動所属団体＞
やまなし女と男ネットワーク　顧問　2002 年
～

池田　充裕

Ⅰ．主な研究活動
＜著書・論文等＞
１．翻訳担当「第 4章　シンガポール：将来を見
据えた教育」経済協力開発機構（OECD）編著
『PISA から見る、できる国・頑張る国―未来
志向の教育を目指す：日本』渡辺良監訳、明石
書店、2012 年、151-178 頁
２．共著執筆担当：①「シンガポールの教育」、
②「シンガポール国立大学」、③「南洋大学」、
④「南洋理工大学」、⑤「民族別教育自助組織」
日本比較教育学会編『比較教育学事典』東信堂、
2012 年、①② 228 頁、③④ 299 頁、⑤ 374 頁
３．共著執筆担当「第 4章　世界の頂点目指す自
治大学化と米中を結ぶ新大学の誕生」北村友人・
杉村美紀共編『激動するアジアの大学改革―グ
ローバル人材を育成するために』上智大学出版、
2012 年、65-81 頁
４．共著執筆担当「第五节　新加坡“官版公民性”
的背景及其现状」嶺井明子編集・姜英敏翻訳『全

球化时代的公民教育』广东教育出版社、2012 年、
69-82 頁
＜その他雑誌等＞
１．単著「世界の教育事情　現職教員の資質能力
向上への取り組み　シンガポール（上）世界
トップに立つ教育施策の背景」『教育資料』第
1190 号、日本教育新聞社、2011 年 12 月 26 日、
22-23 頁
２．単著「世界の教育事情　現職教員の資質能力
向上への取り組み　シンガポール（下）評価・
褒賞制度と結びついた教員のキャリア・トラッ
ク」『教育資料』第 1193 号、日本教育新聞社、
2012 年 1 月 23 日、22-23 頁
＜科研参加＞
１．連携研究者「ASEAN諸国における市民性教
育とアセアンネスのための教育に関する国際比
較研究」平田利文（研究代表者）基盤研究（A）
（海外学術調査）2010 ～ 2013 年度
２．研究分担者「アジアにおける学校改善と教師
教育改革に関する国際比較研究」小川佳万（研
究代表者）基盤研究（B）（課題番号 24330230）
2012 ～ 2014 年度
Ⅱ．主な社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜所属学会＞
日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教
育学会、日本教育行政学会、日本教育制度学会、
日本教育政策学会、日本保育学会、日本シンガ
ポール協会
＜行政・関係団体等活動＞
１．山梨県教育委員会教科用図書選定審議委員、
2007 年～現在
２．国立教育政策研究所「教育課程の編成に関す
る基礎的研究」委員、2009 年～現在
３．文部科学省統計調査協力者（外国調査アドバ
イザー）、2010 年～現在
②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
１．山梨県立大学教員免許更新講習「必修科目  
教育の最新事情」講師、2012 年 7 月 8 日
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２．吉祥寺東コミュニティ協議会「アジアを知ろ
う　シンガポール」講師、会場：九浦の家（吉
祥寺東コミュニティセンター）、2012 年 9 月 29
日

高野　牧子

１．主な研究活動
＜論文＞
１.（単著）「幼児期における創造的身体表現の有
効性に関する実践的研究 ―Laban 理論を基礎
として―」（2012）明星大学博士論文
２.（単著）「身体表現活動による母子間コミュニ
ケーションの変容」（2012）山梨県立大学人間
福祉学部紀要第 7号，pp.1-16
＜学会発表＞
１．単独 ポスター発表「幼小連携における活動
内容 ―イギリスでのダンス教育に焦点を絞っ
て―」（2012）第 65 回日本保育学会発表要旨集， 
p.132
２．単独　口頭発表「ロンドンでの Creative 
Partnership によるダンス教育の現状」（2012）
第 64 回舞踊学会大会プログラム研究発表抄録，
p.12
２．主な社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
日本体育学会　舞踊学会　日本保育学会　人類
学会
日本発育発達学会　体育科教育学会
山梨県女子体育連盟理事  社団法人日本女子体
育連盟常務理事
②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
2012 年 5 月～  富士河口湖町子育て支援（2歳

児コース）講師　年 10 回
2012 年 5 月～  あけぼの医療福祉センター親

子講座講師　年 6回
2012 年 5 月  （独）教員研修センター　子ど

も体力向上指導者養成研修講
師

2012 年 6 月～  子育て支援リーダー養成講座  

講師及びコーディネーター  年
6 回

2012 年 6 月  富士河口湖町子育て支援（3歳
児コース）講師　年 8回

2012 年 6 月  山梨市立つつじ幼稚園 50 周年
記念講演会講師

2012 年 7 月  平成 24 年度幼稚園免許更新講
習会　講師

2012 年 8 月  平成 24 年度武道・ダンスの必
修化に向けた実技指導者講習
会講師

2012 年 8 月  （社）日本女子体育連盟平成 24
年度サマーセミナー　学校体
育コースⅡ　講師

2012 年 11 月  （社）日本女子体育連盟全国大
会（神戸大会）小学校部会　
指導助言者

鳥居美佳子

１．主な研究活動
＜研究論文＞
１．単著「授業を活用した実践型栄養教育カリ
キュラムの開発（第 3報）」，山梨県立大学人間
福祉学部紀要 7：73-81，2012 年 3 月
２．共著「力量ある保育者養成教育の試み :『乳
幼児観察研究』の授業を通して」，山梨県立大
学人間福祉学部紀要 7：49-58，2012 年 3 月
＜学会発表＞
１．共同「深呼吸および立位負荷時の血圧と脳血
流変化について」日本生理人類学会第 66 回大
会、2012 年 5 月 12 日
２．主な社会活動
＜行政・関係団体等活動＞
１．山梨県社会教育委員，2010 年 10 月～現在
２．山梨県都留市未来型農・林業推進協議会支援
機関（研究室として），2012 年 3 月～現在
＜所属学会＞
日本家政学会、日本生理人類学会、日本機能性
食品医用学会、日本食育学会
＜研修会・講演会等＞
１．研修会講師，つつじが崎学園職員研修会「食
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育が目指すもの」，2012 年 3 月
２．研修会講師，地域研究交流センター地域連
携講座（進徳幼稚園 PTA研修会）「第 3 回子
育て食育講座：子どもと大人のお弁当講座」，
2012 年 6 月
３．研修会講師，山梨県医師会在宅歯科診療推進
研修会「栄養学」，2012 年 6 月
４．研究会助言者，山梨私立幼稚園協会中部地区
研究会第 1分科会，2012 年 7 月
５．研修会講師，山梨県子育て支援リーダー養成
講座「子どもの健康を守り育てる～食育をとお
して～」，2012 年 7 月
６．研修会講師，平成 24 年度教員免許状更新講
習（選択講座）「いろいろな『食育』媒体を活
用しよう」，2012 年 7 月
７．講座講師，甲府市月齢別講座「家庭における
食育」，2012 年 10 月
８．講演会講師，昭和町立常永小学校「健やかな
子どもを育むために～食生活支援をとおして
～」，2012 年 11 月
＜雑誌記事執筆＞
１．単著「美味しい処方箋　サプリメントに頼
り切らない体調改善レシピ」，『e-mediceo.com』
2011 年 11 月号 -2012 年 3 月号，メディセオ，
2011 年 11 月 -2012 年 3 月
２．単著「美味しい処方箋　食生活改善レシピ」，
『e-mediceo.com』2012 年 4-10 月号，メディセオ，
2012 年 4-10 月

堀井　啓幸

Ⅰ．主な研究活動
＜主な論文・著書等＞
１．共著（堀井啓幸・秋川陽一）「公開シンポジ
ウムの企画趣旨と報告：構造改革と質の向上を
考える ―幼保一体化の新たな制度を切り口に
して―」日本教育制度学会『教育制度研究』第
18 号、2011 年 11 月、6～ 10 頁。
２．単著「教育制度国内最前線情報　防災拠点と
しての学校 ―東日本大震災から問われる課題」
（＊査読論文）日本教育制度学会『教育制度研究』
第 18 号、2011 年 11 月、208 ～ 213 頁。

３．単著「イギリスの教育政策と学校理事会の動
向 ―インタビュー調査から―」平成 23 年度文
部科学省委託調査研究報告書・学校運営の改善
の在り方に関する調査研究『コミュニティ・ス
クールの推進に関する教育委員会及び学校にお
ける取組の成果検証に係る調査研究報告書』（代
表：佐藤晴雄）、402 ～ 409 頁。
４．単著「学校経営（運営）からみた学校施設
評価 ―Ａ小学校の事例調査から―」平成 21 ～
23 年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｃ）研
究成果報告書『少子化に伴う学校施設整備の展
開と学校運営からみたせいか検証に関する研
究』（代表：屋敷和佳）、2012 年 3 月、55 ～ 60 頁。
５．単著「（Ⅱ -2-（8））『静岡県』の事例調査報告」
平成 23 年度文部科学省委託調査研究報告書『震
災時における学校対応の在り方に関する調査研
究』（代表者：国士舘大学・日本教育経営学会）、
187 ～ 193 頁、2012 年 3 月。
６．共著「力量ある保育者養成教育の試み ―『乳
幼児観察研究』の授業を通して―」山梨県立大
学『山梨県立大学人間福祉学部紀要』第 7号、
2012 年、49-58 頁（共著者：沢登芙美子、高野
牧子、池田政子、堀井啓幸、池田充裕、鳥居美
佳子、古屋祥子）。
７．共著（シナジェティック研究会編・稲垣・黒
羽・堀井・松井著）『学際型現代学校教育概論
―子どもと教師が共鳴する学校づくり―』金子
書房、2011 年、執筆：第 1章（1～ 26 頁）、資
料編（139 ～ 172 頁）。
＜その他論文＞
１．単著「意思形成システムの整備と意思決定」
天笠茂・北神正行編『学校管理職の経営課題第
4巻 ―「つながり」で創る学校経営―』ぎょ
うせい　2011 年、43 ～ 63 頁。
２．単著「学校への不審者侵入」『ザ・特集  
NO37　学校防災・危機管理の最新法律問題』
教育開発研究所、2011 年　84 ～ 85 頁。
３．単著「イギリスの教育法制と教員政策」『必
携　学校小六法（2013 年度教採対応版）』協同
出版、2012 年、888 ～ 889 頁。
４．単著「実践研究報告　『絆』に関わる 2011 年
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度実践調査報告」教育と時間研究会編『ジャー
ナル　教育と時間』第 16 号　2012 年、42 ～
51 頁。
５．単著「特別休暇・ボランティア休暇・出産休暇・
育児休業・育児短時間勤務・介護休暇・短期介
護休暇・教育特殊業務手当」『ザ・特集NO40   
学校管理職選考＜頻出＞教育法規問題集』教育
開発研究所　2012 年、86 ～ 91 頁。
６．単著「児童生徒の出席停止・児童生徒の懲
戒・体罰の禁止・いじめへの対応」『ザ・特集  
NO42　学校管理職のための教育法規運用テキ
スト』教育開発研究所　2012 年　150 ～ 157 頁。
Ⅱ．主な社会活動
①　主な所属学会、研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜所属学会＞
・日本建築学会（平成 9年 5 月～教育施設小委
員会委員）、日本教育経営学会（平成 24 年 7
月～紀要編集委員会副委員長）、日本生涯教
育学会、日本教育制度学会、日本学習社会学
会（理事）、日本教育行政学会、日本学校教
育学会、日本教育学会など。
＜行政・関係団体等活動＞
１．平成22年7月：甲斐市コミュニティ・スクー
ル推進委員長（双葉西小学校学校運営協議会
委員～現在に至る）
２．平成 23 年 7 月：文科省委託研究「震災時
における学校対応の在り方に関する調査研
究」（調査研究委員～平成 24 年 3 月）
３．平成 23 年 7 月：文科省委託研究「コミュ
ニティ・スクール推進に関する教育委員会及
び学校における取組の成果検証に係る調査研
究」（調査研究委員：イギリス調査団長～平
成 24 年 3 月）

②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む。）
１．（文科省委託研究）平成 23 年度「学校運営
の改善の在り方に関する取組―震災時におけ
る学校対応の在り方に関する調査研究」中間
報告会（『静岡県』事例調査中間報告）」国士
舘大学にて発表、平成 24 年 1 月 29 日

２．平成 23 年度あすなろ（静岡県総合教育セ
ンター）研究等報告会にて講演「学力向上と
校内研修 ―学校・教師のおかれた今日的状
況を踏まえて―」静岡県相互教育センター、
平成 24 年 2 月 23 日
３．第 2回スクール・コンプライアンス公開シ
ンポジウム「激甚災害と学校・教職員」シン
ポジストとして発表「災害（防災）拠点とし
ての学校建築」日本女子大学目白キャンパス
にて、平成 24 年 3 月 10 日
４．甲府市北部幼児教育センター子育て支援月
齢別講座（1歳3ヶ月～2歳児未満コース）「幼
児の安全教育」講師（平成 24 年 6 月 20 日：
学生とともに）
５．平成 24 年度山梨県立大学教員免許状更新
講習「学校における危機管理と連携」『必修
講座　教育の最新事情』講師、平成 24 年 7
月 8 日
６．平成 24 年度日本教育経営学会第 52 回大会
「震災時における学校対応の在り方に関する
調査研究（2）―被災地 3県以外での取り組
みから―」（共同発表）平成 24 年 6 月 10 日、
香川大学に於いて
７．平成 24 年度群馬大学教育学部附属学校教
育臨床総合センター「第 1回、今求められる
『絆』とは何か ―コミュニティ・スクールの
現状と課題―」『学び合う仲間による教員研
修リレー講座 ―2012 年度　現代的学校教育
課題解決シリーズ―』群馬大学、平成 24 年
5 月 19 日
８．平成 24 年度東三河地区公立高等学校 PTA
連合会にて「今求められる『絆』とは何か 
―防災・コミュニティの拠点としての学校―」
平成 24 年 5 月 11 日、ウェステージ豊橋にて
９．平成 24 年度筑波大学学校教育学会第 20 回
大会学会報告「防災・コミュニティの拠点と
しての学校 ―震災時学校対応プロジェクト
調査から―」平成 24 年 6 月 23 日、筑波大学
にて
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村木　洋子

Ⅰ．主な研究活動
＜主な論文・著作等＞
・伊沢幸子リサイタル「朧月夜」全 8曲編曲
2008 年 8 月 17 日　福島市音楽堂
・朗読劇「ひめゆり」全編作曲
2009 年 7 月 25 日　喜多方プラザ
・古関裕而生誕 100 年記念演奏会「“君の名は”
によるカプリッチョ」作曲
2009 年 8 月 11 日　福島市音楽堂
・福島日仏協会「シャンソンコンサート」全 24
曲編曲
2009 年 1 月 26 日　福島民報ホール
2010 年 7 月 5 日 　辰巳屋
2011 年 7 月 8 日 　辰巳屋
・福島県九条の会「いのうえひさし追悼―平和の
願い」作曲
2010 年 4 月 29 日　福島県文化センター
・震災復興コンサート「ふるさと」作曲
2011 年 6 月 25 日　福島テルサ
・いわき市教育委員会「I love you ふくしま…」
編曲（小学校器楽合奏）
2011 年 7 月
＜主な演奏発表等＞
・「シューベルト：幻想曲D934 他」伴奏
2007 年 10 月 24 日　前橋テルサ
2008 年 10 月 12 日　岡山美術館ホール
2009 年 5 月 17 日 　大和郡山城ホール
2009 年 6 月 18 日 　杉並公会堂
ヴァイオリン：アテフ・ハリム
・「ライネッケ：フルートソナタ 他」伴奏
2007 年 10 月 26 日　郡山市文化センター
2010 年 9 月 24 日 　郡山市文化センター
フルート：佐藤眞人
・「ピアソラ：アディオスノニーノ他」伴奏
2007 年 11 月 21 日　那須町文化センター
2012 年 6 月 8 日　　三島ホール
サキソフォン：木村義満
・「林薫：コンチェルト」新作ピアノ独奏
2008 年 2 月 16 日　コピス三芳
協演：尚美学園大学オーケストラ

・「スクリャビン：ソナタ第 3番 他」ピアノ独奏
2008 年 3 月 15 日　伊達市中央公民館
・「シャンパンティエ：“ルイーズ”より、その日
から 他」伴奏
2009 年 8 月 29 日　福島テルサ
2012 年 9 月 9 日 　福島テルサ
ソプラノ：遊佐美由紀
・「J.S. バッハ：半音階的幻想曲とフーガ 他」ピ
アノ独奏
2009 年 9 月 11 日　鳥栖スタジオフルール
・「ショパン：バラード 他」ピアノ独奏
2010 年 8 月 15 日　福島市音楽堂
・「フォーレ：ヴァルスカプリス」ピアノ独奏
2010 年 10 月 10 日　上用賀アートホール
・「四つの鎮魂歌」伴奏
2011 年 5 月 8 日　東京藝大旧奏楽堂
ソプラノ：早乙女弘枝
・「ショパン：英雄ポロネーズ他」ピアノ独奏
2011 年 8 月 14 日　福島市音楽堂
・「早乙女誠：海のイリュージョン」新作独奏
2011 年 12 月 11 日センテニアホール
・「ポッパー：ハンガリアンラプソディ」伴奏
2012 年 3 月 17 日　福島市音楽堂
チェロ：小林世佳
・「リスト：ソナタ 他」ピアノ独奏
2012 年 3 月 25 日　須賀川音館
・「ベートーヴェン：告別 他」ピアノ独奏
2012 年 7 月 15 日　伊達市ふるさと会館
・「シューマン：フモレスク 他」ピアノ独奏
2012 年 8 月 12 日　福島市音楽堂
・「ヴィヴァルディ：調和の霊感第 3番 他」チェ
ンバロ演奏
2012 年 8 月 24 日　福島市音楽堂
Ⅱ．主な社会活動
①　主な所属学会・研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜所属学会＞
・日本ピアノ教育連盟、日本ソルフェージュ研究
協議会、日本音楽芸術マネジメント学会、音楽
理論研究会、日本教材学会
＜行政・関係団体等活動＞
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・日本クラシック音楽コンクール（ピアノ部門）
審査員（2008 年～）
・福島県立美術館「アンドレボーシャン展」講師
（チェンバロ独奏と解説）2010 年 5 月 28 日
・駐日フランス大使就任歓迎演奏（福島日仏協会、
2011 年 1 月 31 日）
・2012 年度文化庁「次代を担う子どもの文化芸
術体験事業（派遣事業）」講師（2012 年 9 月 4, 
10, 21 日）
・甲府市中央部幼児教育センター月齢別講座講師
（2012 年 10 月 19 日）
・甲府市北部幼児教育センター月齢別講座講師
（2012 年 10 月 26 日）
②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む）
＜音楽鑑賞教室講師＞
・2007 年 10 月 2 日 伊達市立柱沢小学校
・2007 年 10 月 30 日 福島市立飯坂保育所
・2007 年 11 月 10 日 福島市立大森中学校
・2008 年 5 月 20 日 伊達市立山舟生小学校
・2008 年 7 月 16 日 伊達市立大田小学校
・2008 年 10 月 24 日 福島市立第三中学校
・2009 年 11 月 20 日 福島市立平野小学校
・2010 年 5 月 26 日 伊達市立白根小学校
・2011 年 7 月 15 日  福島市立立子山保育所・小

学校・中学校
・2012 年 2 月 27 日 福島市立三河台小学校

山田　千明

Ⅰ．主な研究活動
＜主な論文・著書等＞
１．共著「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接
続 ―教科活動につながる協同的な遊びと学び
について考える―」山梨県立大学『山梨県立大
学人間福祉学部紀要』第 7号、2012 年、59-68
頁（共著者：清水亜紀、相原佑美）。
２．共著「力量ある保育者養成教育の試み ―『乳
幼児観察研究』の授業を通して―」山梨県立大
学『山梨県立大学人間福祉学部紀要』第 7号、
2012 年、49-58 頁（共著者：沢登芙美子、高野
牧子、池田政子、堀井啓幸、池田充裕、鳥居美

佳子、古屋祥子）。
３．単著「幼児教育と国際理解教育」国際理解教
育学会編『現代国際理解教育事典』、明石書店、
2012 年、161 頁。
４．単著「第二章第三节　美国：“尊重民主主義”
的“統一”与人格教育」嶺井明子編集・姜英敏
翻訳『全球化时代的公民教育』广东教育出版社、
2012 年、126-136 頁。
Ⅱ．主な社会活動
①　主な所属学会、研究団体、行政機関・関係団
体等審議会等活動
＜所属学会＞
・日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教
育学会、日本保育学会、国際幼児教育学会（「理
事」2006年4月～現在）、日本国際理解教育学会、
筑波大学教育学会、筑波大学学校教育学会、日
本道徳教育学会。
＜行政・関係団体等活動＞
１．山梨県幼稚園教育研究協議会会長（2010 年
～現在 ）
２．甲府市男女共同参画審議会委員（2009 年～
現在）
３．甲府市男女共同参画都市宣言文策定委員会委
員（2012 年～ 2013 年）
②　主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動
を含む。）
１．平成 23 年度山梨県私立幼稚園協会中部地区
研究会における指導助言（2011 年 11 月 16 日、
2012 年 1 月 18 日）
２．平成 23 年度山梨県私立幼稚園教育研究大会
―幼児教育の成果を社会に示そう―の全体会に
おける講演（「協同的なあそびと学び」のまとめ）
およびフォーラム（第 1フォーラム『協同的な
あそびと学び』における指導助言（2012 年 2
月 9 日）＜於：桃源文化会館＞
３．平成 24 年度山梨県保育技術協議会講演「幼
児教育と小学校教育の円滑な接続：人間形成に
おける学びの連続性を考える」講師（2012 年 6
月 6 日）＜於：山梨県青少年センター＞
４．甲府市北部幼児教育センター月齢別講座（1
歳 3 ヶ月～ 2歳児未満コース）「ようこそ宇宙
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船地球号へ：国際人の第一歩」講師（2012 年 6
月 29 日）
５．平成 24 年度山梨県立大学教員免許状更新講
習「多様化に応じた集団形成とクラス作り」『必
修講座　教育の最新事情』講師、2012年 7月7日
６．平成 24 年度山梨県立大学教員免許状更新講
習「幼児が異文化間移動するってどんなこと？」
『選択講座　幼稚園教諭の実践力を高める①』
講師、2012 年 7 月 21 日
７．平成 24 年度山梨県幼稚園教育研究協議会研
究協議における指導助言（2012 年 6 月 14 日、
7 月 11 日、8 月 30 日、10 月 3 日）および研究
発表会における指導助言（11 月 8 日）＜於：
山梨県青少年センター＞
８．平成 24 年度山梨県私立幼稚園協会中部地区
研究会における指導助言（2012 年 6 月 13 日、
7月 4日、8月 1日、10 月 17 日）


